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ル調査）」の参加者に、1 歳 6 か月児健康診査の場で調査協力への声掛けを行った。同意を得られ
た方のうち、1036 名（月齢 16–23 か月、男児 530 名 女児 506 名）から使用済みオムツまたは
早朝尿を回収した。また、質問紙を用いて、曝露に関連する要因についての情報を得た。使用済
みオムツからアセトンを用いて尿を抽出した。尿は固相抽出法を用いて前処理を行い、液体クロ





取食材について、尿中 NEO 濃度を 95 パーセンタイル値より低い群を参照群とし、それぞれの傾
向スコアを求め、曝露量への寄与を受信者動作特性（ROC）解析により求めた。また、直近の行
動、母親の食意識については同様に 95 パーセンタイル値で分けた尿中 NEO 濃度を従属変数、各
質問紙の項目を説明変数とし、二項ロジスティック回帰分析を行った。 
【結果】Cr 補正なしおよび補正後の DINRPF の 95 パーセンタイル値はそれぞれ 157 µg/L、380 
µg/g Cr であった。ROC 解析の結果、Cr 補正の有無にかかわらず、前日の摂取食材から求められ
た曲線下面積（AUC）の値が最も大きく、Cr 補正なしおよび補正後の濃度による AUC はそれぞ
れ 0.75、0.62 であった。ロジスティック回帰分析の結果、p 値が 0.05 未満であったもののうち、
蚊取線香、虫よけ剤、虫よけ網戸の使用、芝生で遊ぶ、の項目で、「はい」と答えた群が「いいえ」
と答えた群に対して、オッズ比（OR）が 1 を上回り（OR : 2.0–2.9）、母親が栄養バランスを気に






を食べさせることが、子どもの NEO への曝露を低減させる可能性が示唆された。 








用いて NEO への曝露量を解析した。さらに、質問紙調査により曝露に関連する要因を調査した。 
【方法】1 歳 6 か月児健康診査の場で出生コホート研究の参加者に調査協力への声掛けを行い、1036
名（男児 530 名、女児 506 名）から使用済みオムツまたは早朝尿を回収した。また、質問紙により曝
露の関連要因候補の情報を得た。尿はオムツからアセトンを用いて抽出し、前処理後、液体クロマト





尿中 NEO 濃度を従属変数、各質問紙項目を説明変数とし、二項ロジスティック回帰分析を行った。 
【結果】クレアチニン（Cr）補正なしおよび補正後の DINRPF の 95 パーセンタイル値はそれぞれ 157 
µg/L、380 µg/g Cr であった。ROC 解析の結果、補正の有無にかかわらず、前日の摂取食材から求め
られた曲線下面積（AUC）の値が最大で、AUC はそれぞれ 0.75、0.62 であった。ロジスティック回帰
分析で p <0.05 であったもののうち、蚊取線香、虫よけ剤、虫よけ網戸の使用、芝生で遊ぶ、の項目
で、「はい」と答えた群が「いいえ」の群に対してオッズ比（OR）が 1 を上回り(OR:2.0– 2.9)、母
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